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中
央
公
民
館
で「
防
災
・
減
災
イ
ベ
ン
ト
2
0
1
4
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

午
前
の
部
で
は
、玉
城
中
学
校
3
年
生
を
対
象
に
防
災
学
習
を
行
い
、

3
班
に
分
け
、「
防
災
講
演（
講
師

：

南
防
災
技
術
専
門
員
）」「
消
防
ホ
ー

ス
延
長
・
放
水
、消
火
器
体
験（
講
師

：

町
消
防
団
）」「
応
急
手
当
講
習

（
講
師

：

町
女
性
消
防
団
）」を
行
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
和
室
で
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
流
防
災
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の「
あ

ん
ど
う
り
す
さ
ん
」
を
講
師
に
迎
え
、「
こ
ど
も
の
笑
顔
、守
り
た
い
！

ア
ウ
ト
ド
ア
の
知
恵
で
災
害
に
強
い
家
族
に
な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
子

育
て
体
験
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
講
座
が
あ
り
、参
加
し

た
み
な
さ
ん
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、メ
ー
ン
広
場
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
カ
レ
ー
・
豚
汁
計

4
0
0
食
の
炊
き
出
し
、消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
の
車
両
展
示
や
企
業
に

よ
る
啓
発
ブ
ー
ス
な
ど
が
設
け
ら
れ
、親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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 玉城町内で今注目の話題を、
町民のみなさんにお届けします。

PICK UP

注目の話題
平成
26 年
10 月～11月の

10月18日

ホース延長・消火器体験

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
、
家
族
み
ん
な
で
考
え
る
防
災
・
減
災

防
災・減
災
イ
ベ
ン
ト
2
0
1
4
を
開
催

僕、消防士さんに
なっちゃった

白バイにも
のれたよ♪

避難訓練コンサート

あんどうりすさんの講座風景

防災講演

ゆるキャラも登場！！



平成 26 年 10 月～ 11月

　

午
後
の
部
は
、多
目
的
ホ
ー
ル
で
三
重
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る「
避
難

訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
。
演
奏
中
に
地
震
が
起
き
た
こ
と
を
想
定

し
、観
客
も
実
際
に
そ
の
場
に
し
ゃ
が
ん
で
頭
を
守
る
行
動
を
と
る
、訓

練
を
交
え
た
普
段
と
は
違
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、北
淡
震
災
記
念
公
園
野
島
断
層
保
存
館 

震
災
の
語
り
部 

米

山
正
幸
副
館
長
が「
野
島
断
層
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
震
災
と
い
の
ち
・

人
と
の
つ
な
が
り
～
」を
演
題
に
、震
災
当
日
の
自
ら
の
体
験
や
町
の
様

子
、復
旧
、復
興
な
ど
を
様
々
な
立
場
や
視
点
で
語
る
講
演
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
は
、三
重
大
学 

川
口
淳
准
教
授
に
よ
る
全
体
講
評

が
あ
り
、自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
8
年
11
月
26
日
に
開
館
し
た
ア
ス
ピ
ア
玉
城
「
ふ
れ
あ
い
の
館
」
の
入

浴
利
用
者
が
1
6
0
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

1
6
0
万
人
目
と
な
ら
れ
た
の
は
、栗
原
道
代
さ
ん
（
明
和
町
）、

1
5
9
万
9,
9
9
9
人
目
は
増
田
耕
二
さ
ん
（
鳥
羽
市
）、
1
6
0
万
1
人

目
は
柴
田
久
生
さ
ん（
伊
勢
市
）で
し
た
。

　

栗
原
さ
ん
に
は
玉
城
町
産
新
米
30 kg
、前
後
の
方
々
に
は
、特
産
玉
城
豚
ハ
ム

ソ
ー
セ
ー
ジ
セ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

1
6
0
万
人
達
成
を
記
念
し
て
、今
月
号
の
広
報
た
ま
き
を
持
参
い
た
だ

く
と
無
料
で
ご
入
浴
い
た
だ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
19

ペ
ー
ジ
下
段
参
照
）

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、「
玉
城
の
良
泉
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

3 広報 たまき 平成26年 12月号

カレー・豚汁の炊き出し

内容もりだくさんの
防災イベント

炊き出し400 食
完食しました！

米山正幸副館長の講演会
消防・警察・自衛隊  の車両展示

応急手当講習

10月30 日

ア
ス
ピ
ア
玉
城
「
ふ
れ
あ
い
の
館
」

入
浴
利
用
者
1
6
0
万
人
達
成
！

成　　分 含有量
ナトリウムイオン 9,016mg
カリウムイオン 54.5mg
カルシウムイオン 2.3mg
塩化物イオン 12,760mg
硫酸イオン 0.2mg
炭酸水素イオン 1,108mg

泉質：ナトリウム・塩化物強塩冷鉱泉

ふれあいの館 弘法温泉の泉質による特徴

温泉水含有成分
（1ℓあたりの主要成分）

浴用禁忌症
温泉や銭湯に

入浴してはいけない
病気や症状

急性疾患（特に熱のある場合）、活動性の結
核、悪性腫瘍、重い心臓病、呼吸不全、腎
不全、出血性疾患、高度の貧血、その他一
般に病勢進行中の疾患

浴用適応症
温泉療法をおこなってよ

い病気や症状

きりきず、やけど、慢性皮膚病、虚弱児童、
慢性婦人病、神経痛、筋肉痛、関節痛、
五十肩、運動麻痺、関節のこわばり、うちみ、
くじき、慢性消化器病、痔疾、冷え症、病
後回復期、疲労回復、健康増進



　
「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」が
県
内
の
4
河
川（
鈴
鹿

川
・
雲
出
川
・
櫛
田
川
・
宮
川
）で
実
施
さ
れ
、町
で
は
宮
川
左

岸（
昼
田
～
岩
出
間
）の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

曇
り
空
で
少
し
肌
寒
い
中
、地
域
・
関
係
団
体
の
み
な
さ

ん
、約
50
名
が
参
加
さ
れ
、宮
川
堤
防
周
辺
の
清
掃
を
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、１
時
間
程
度
か
け
て
ゴ
ミ
袋
15
袋
分
の
ゴ
ミ
を

収
集
し
、堤
防
周
辺
は
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
田
丸
城
跡
の
清
掃
活
動
「
田
丸
城
跡
ク

リ
ー
ン
作
戦
」を
開
催
し
、5
0
0
名
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
に
、今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
か
ど
博
物
館
」
と
は
、個
人
や
企
業
が
伝
統
工

芸
や
技
術
な
ど
を
自
宅
や
店
舗
の
一
角
で
気
軽
に
公
開

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
物
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、人
と

人
の
出
会
い
や
地
域
文
化
の
交
流
の
場
と
し
て
も
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

町
内
で
の
取
組
み
と
し
て
、平
成
26
年
4
月
に「
ま
ち

か
ど
博
物
館
推
進
委
員
会（
代
表 

疋
田
武
さ
ん
）」が
立

ち
上
が
り
、開
館
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
、12
館
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

各
博
物
館
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、産
業
振
興
課
ま
た

は
各
博
物
館
で
配
布
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、見
学
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
事
前
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

4

10 月 26 日

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み

「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」と

「
田
丸
城
跡
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
実
施

ガイドブックを手にする館長のみなさん

玉城まちかど
博物館
ガイドブック

看板を手にする町長と代表の疋
ひき

田
た

武
たけし

さん

川と海のクリーン大作戦

役
場
２
階
住
民
ホ
ー
ル
で
12
館
に
看
板
を
授
与

ま
ち
か
ど
博
物
館
が
誕
生

10 月17 日

・ 

伊い

勢せ

美み

夜よ

之の

窯か
ま（
陶
芸
）

・ 

古
布
リ
メ
イ
ク
ア
ー
ト

　
美
映
子
の
部
屋（
古
布
リ
メ
イ
ク
）

・ 

紙
の
昆
虫
館（
紙
切
り
）

・ 

参
宮
ブ
ラ
ン
ド
　
擬
革
紙
の
会（
擬
革
紙
）

・ 

角
谷
産
業（
注し
　め連
縄な

わ

）

・ 

工
房
も
り
も
と（
伊
勢
根
付
）

・ 

は
な
♪
は
な
♪
文
庫（
文
庫
）

・ 

き
ま
ぐ
れ
工
房
　
布ふ

庵あ
ん（

伊
勢
一
閑
張
り
）

・ 

草
木
染
工
房
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
葉（
草
木
染
）

・ 

ア
ト
リ
エ 

コ
バ・子
ど
も
美
術
塾（
美
術
教
室
）

・ 

ミ
ヱ
マ
ン
醤
油
　
西
村
商
店（
醤

し
ょ
う

油ゆ

）

・ 

神し
ん
し
ょ
う
ざ
ん

照
山
　
広こ

う

泰た
い

寺じ（
坐ざ

禅ぜ
ん

）

認定を受けた博物館（全12 館）



平成 26 年 10 月～ 11月

　

2
日
間
で
7,
0
0
0
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
賑
わ
っ
た
ア

ス
ピ
ア
玉
城
秋
ま
つ
り
。

　

1
日
目
は
、元
気
で
す
玉
城
体
操
で
ま
つ
り
を
ス
タ
ー
ト
。
保

育
所
園
児
の
ダ
ン
ス
や
宝
探
し
で
、に
ぎ
や
か
に
会
場
を
盛
り
上

げ
、ギ
タ
ー
や
尺
八
、バ
ン
ド
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、吉
本
芸
人“
カ
ツ
ラ
ギ
”の
司
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
盛
り
上
が
り
つ
つ
、中
学
校
、伊
勢
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
吹
奏
楽
の
演
奏
、大
正
琴
や
玉
丸
城
太
鼓
な
ど
「
音
」
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

両
日
と
も「
タ
ー
ム
君
」「
城
之
介
」の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
に

ぎ
わ
い
、締
め
く
く
り
の
餅
ま
き
は
、大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、ふ
れ
あ
い
の
館
で
は
、い
つ
も
と
違
っ
た
香
り
豊
か
な

「
み
か
ん
風
呂
」
の
浴
室
内
で
日
ご
ろ
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
交
流
会
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
活
動

（
農
地
・
水
・
環
境
保
全
活
動
）を
し
て
い
る「
茶
屋
み
ど
り

の
会
」
が
主
催
し
住
民
の
交
流
や
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
交
流
会
開
催
10
周
年
を
記
念
し
て
の
植
樹
が
行

わ
れ
、親
子
大
道
芸
人
に
よ
る
大
道
芸
、有
田
駐
在
所
の
倉

嶋
貴
経
巡
査
長
に
よ
る
落
語

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、昼
食
に
は
茶
屋
地

区
で
栽
培
し
た
※
エ
コ
米
を

使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
枝

豆
が
振
舞
わ
れ
、参
加
し
た

み
な
さ
ん
は
地
元
の
味
覚
に

舌
つ
づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。

※
エ
コ
米
…�

化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬

の
使
用
を
原 

則
５
割
以
下
に

減
ら
し
て
生
産
し
た
お
米

　

倉
嶋
巡
査
長
は
、「
地
元
出
身
で
は
な
い
の
で
（
福
島
県
出
身
）、早
く

こ
の
地
域
に
馴
染
み
た
い
。」と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、倉
嶋
巡
査
長
の
特
技
は
落
語
で
、地
区
の
行
事
な
ど
で
も
落
語

を
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

5 広報 たまき 平成26年 12月号

10月
25日・26日

２
日
間
に
わ
た
り
開
催

第
17
回
ア
ス
ピ
ア
玉
城
秋
ま
つ
り

元気です玉城体操

締めくくりの餅まき

10月19日9月24日

田
辺
茶
屋
公
民
館
で

地
産
地
消
交
流
会 

茶
屋
の
収
穫
祭

有
田
駐
在
所
に
伊
勢
警
察
署
2
年
目
の

倉く
ら

嶋し
ま

貴た
か

経つ
ね

巡
査
長
が
赴
任

参加したみなさん有田駐在所 倉嶋貴経巡査長
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「
広
報
た
ま
き
」で
ふ
り
か
え
る

町
の
あ
ゆ
み

　
本
誌
「
広
報
た
ま
き
」
は
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
今
月
号
で
5
0
0
号
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、町
の
59
年
間
の
あ
ゆ
み
を
広
報
た
ま
き

の
記
事
の
一
部
分
か
ら
振
返
り
ま
す
。

▼
昭
和
30
年
4
月
10
日

▼
昭
和
31
年
9
月
30
日

▼
昭
和
34
年
9
月
26
日

▼
昭
和
56
年
11
月

▼
昭
和
38
年
4
月

▼
平
成
４
年
8
月

▼
平
成
5
年
3
月
29
日

▼
平
成
16
年
8
月
3
日

▼
平
成
16
年
9
月

▼
平
成
6
年
8
月
9
日

田
丸
町
、東
外
城
田
村
、有
田
村

の
合
併
で
玉
城
町
が
誕
生

下
外
城
田
村
を
編
入

伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
有
田
小
学

校
の
旧
校
舎
が
倒
壊

役
場
現
庁
舎
が
完
成
し
業
務
を
開
始

城
下
中
学
校
と
城
東
中
学
校
を

統
合
し
玉
城
中
学
校
が
誕
生

玉
城
弘
法
温
泉
、掘
削
に
成
功

伊
勢
自
動
車
道
玉
城
イ
ン
タ
ー

供
用
開
始

玉
城
病
院
、新
病
院
で
診
療
開
始

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
当
面
単
独

で
い
く
こ
と
を
表
明

　
近
年
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
電
子
媒
体
に
よ
る

情
報
伝
達
の
普
及
に
よ
り
、紙
媒

体
の
果
た
す
役
割
が
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、今
後
も
「
広
報

た
ま
き
」
は
町
行
政
と
町
民
の
み

な
さ
ん
と
の
か
け
橋
と
な
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
つ
り
博
・
三
重‘
94　
玉
城
町

デ
ー
を
開
催

（合併特集号）
（No.17　昭和 31 年 11月 10 日号
 記事は祝賀式）

（No.59　昭和 35 年 5 月 10 日号
 記事は復旧工事について）

（No.161　昭和 56 年 12 月号）

（No.242　平成 5 年 5 月号）

（No.377　平成 16 年 9 月号）（No.379　平成 16 年 11月号）

（No.257　平成 6 年 9 月号）

（No.77　昭和 38 年 7 月 15 日号
 記事は新しい校舎での授業風景）

（No.237　平成 4 年 10 月号）

広報たまき

記念
500号
広報たまき

記念
500号
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町
職
員
の
勤
務・給
与
の
状
況

玉
城
町
職
員
の
人
事
行
政
、
給
与
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

　
地
方
公
務
員
の
勤
務
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、
民
間
と
の
比
較
、
国
家
公
務
員
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
と
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、町
民
の
み
な
さ
ん
に
玉
城
町
職
員
の
人
事
行
政
の
運
営
、な
ら
び
に
支
給
さ
れ
て
い
る
給
与
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
務
課　
☎（
５
８
）
8
2
0
0

職
員
の
採
用
状
況

　
勤
務
時
間

　
休
暇
制
度

　
分
限
処
分

　
懲
戒
処
分
の
状
況

職
員
の
退
職
状
況

　
職
員
の
採
用
は
、行
政
需
要
の
動
向
や
今

後
の
退
職
者
数
な
ど
を
考
慮
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、平
成
25
年
度
中
（
平
成
25
年
４
月

１
日
～
26
年
３
月
31
日
）
の
職
員
新
規
採
用

状
況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
週
38
時
間
45
分
勤
務
で
、１
日
の
勤
務
時
間

は
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、業
務
の
効
率
化

な
ど
を
目
的
に
午
後
７
時
ま
で
窓
口
を
延

長
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、勤
務
時
間
帯

を
ず
ら
す
な
ど
、業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な

る
勤
務
形
態
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
休
暇
に
は
大
き
く
次
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

① 

年
次
有
給
休
暇

　

 �

１
年（
暦
年
）あ
た
り
20
日
間
の
年
次
有

給
休
暇
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
残
数
が
あ

る
場
合
は
、20
日
を
限
度
と
し
て
翌
年
に

繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

② 

病
気
休
暇

　

 �

病
気
療
養
に
必
要
な
期
間
（
90
日
以
内
）

に
つ
い
て
有
給
で
与
え
ら
れ
ま
す
。

③ 

特
別
休
暇

　

 �

特
定
の
事
由
に
基
づ
い
て
有
給
で
認
め

ら
れ
ま
す
。
結
婚
休
暇
、忌
引
休
暇
、産

　
分
限
処
分
は
、公
務
能
率
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、心
身
の
故
障
や
職
に
必

要
な
適
格
性
を
欠
く
な
ど
、一
定
の
事
由
が

あ
る
場
合
に
、職
員
の
意
に
反
す
る
不
利
益

な
身
分
上
の
変
動
を
も
た
ら
す
処
分
で
す
。

そ
の
種
類
と
し
て
、免
職
、降
任
お
よ
び
休

職
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
分
限
処
分
の
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
懲
戒
処
分
は
、職
員
が
法
令
や
職
務
上
の
義

務
な
ど
に
違
反
し
た
場
合
に
道
義
的
責
任
を
問

う
こ
と
に
よ
り
、公
務
に
お
け
る
規
律
と
秩
序

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
処
分
で
す
。

　

そ
の
種
類
と
し
て
、免
職
、停
職
、減
給
お

よ
び
戒
告
が
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
、今
後
と
も
服
務
規
律
の
遵

守
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、不
祥
事
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、厳
正
に
処
分
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
懲
戒
処
分
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

職
員
の
給
料
、人
事
行
政
に
関
す
る
こ
と
は
、

総
務
課　
☎（
５
８
）８
２
０
０
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

前
・
産
後
休
暇
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
、夏

季
休
暇
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

④ 

介
護
休
暇

　

 �

配
偶
者
な
ど
の
介
護
が
必
要
な
期
間（
連

続
し
て
６
カ
月
以
内
）に
つ
い
て
無
給
で

与
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
中
（
平
成
25
年
４
月
１
日
～

26
年
３
月
31
日
）
の
職
員
退
職
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。 区

　
分

採
用
人
数

一
般
行
政
職
（
事
務
）

4
人

技
能
労
務
職

2
人

医
療
職

2
人

定
年
退
職

5
人

普
通
退
職

6
人

勧
奨
退
職

0
人

計

11
人

免
　
　
職

0
人

降
　
　
任

0
人

休
　
　
職

2
人

計

2
人

免
　
　
職

0
人

停
　
　
職

0
人

減
　
　
給

0
人

戒
　
　
告

0
人

計

0
人

WATCHING
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人件費
843,132千円

投資的経費
852,152 千円

公債費
452,566千円

扶助費
609,892 千円

その他
3,810,017千円

歳出額
6,567,759 千円

12.8%

13.0%

58.0%

6.9%

9.3%

給料
383,068 千円

扶養手当　7,356 千円
通勤手当 1,323 千円

時間外勤務手当　12,162 千円
管理職手当　8,520 千円

期末手当
89,029 千円

勤勉手当
51,332 千円

児童手当 4,040 千円
地域手当
174千円 投開票事務手当

495千円

退職手当
組合負担金
67,041千円

特勤手当
82千円

管理職
特別勤務手当
347千円

歳出額
624,969 千円

（注） 人件費には、一般会計の給与のほか、町長、副町長、 
議会議員等の特別職に属する職員の給料、報酬等を含
んでいます。

給　与
■ 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額状況  （平成 26 年４月１日現在）

■ 職員給与費の状況  （平成 26 年度一般会計当初予算）

■ 人件費の状況  （平成 25 年度普通会計決算）

■ 職員の初任給の状況 （平成２６年４月１日現在） ■ 職員１人当たりの額 （平成 25 年度決算額）

（注）給与は、基本給である給料に諸手当を含んだものです。

（一般行政職）

※�ラスパイレス指数は、国家公務員の給与を100 とし
た場合の当町職員の給与水準

区　分 一般行政職員 技能労務職 医療職

平均給料月額 303,138 円 282,939 円 261,581 円

平均給与月額 325,262 円 293,383 円 273,103 円

平均年齢 41 歳 5 月 56 歳 5 月 34 歳 3 月

区分 町 国
初任給 初任給

高校卒 140,100 円 140,100 円

短大卒 152,800 円 152,800 円

大学卒 172,200 円 172,200 円

職員１人当たりの給料 3,447,000 円

職員１人当たりの給与 4,894,000 円

ラスパイレス指数 94.3

町
職
員
の
給
与
の
状
況

玉
城
町
職
員
の
人
事
行
政
、
給
与
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す



9 広報 たまき 平成26年 12月号

特別職

手　当

■ 特別職の報酬等の状況  （平成 26 年４月１日現在）

■ 期末・勤勉手当、退職手当の状況

■ 町議会議員の報酬等の状況  （平成 26 年４月１日現在）

■ 扶養手当、住居手当、通勤手当  （平成 26 年４月１日現在）

■ 職員の級別職員数の状況 （平成２６年４月１日現在）
給料表は、職務の内容や責任の程度によって、いくつかの級に区分されます。

（注）・標準的な職務の内容とは、標準職務表による代表的な職名を示しています。　・町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

※町長、副町長、教育長の給料については、5/100 を減額しており、（　）内は減額後の額です。

（注）・期末・勤勉手当の支給割合は国と同じです。

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
計標準的な職務の内容 主事

雇 主事
係長
主査
主事

主幹
総括主任

主幹
所長 参事

一般行政職
職員数 ( 人 ) 8 12 48 8 10 4 90
構成比（%） 8.9 13.3 53.4 8.9 11.1 4.4 100.0

技能労務職
職員数 ( 人 ) 0 0 9 - - - 9
構成比（%） 0.0 0.0 100.0 100.0

医療職
職員数 ( 人 ) 0 3 5 0 0 - 8
構成比（%） 0.0 37.5 62.5 0.0 0.0 100.0

区分 給料月額等 期末手当

給料

町　長 780,000 円
(741,000 円 )

６月期　　1.9 月分

１２月期　2.05 月分

計　3.95 月分

副町長 590,000 円
(560,500 円 )

教育長 525,000 円
(498,750 円 )

区分 報酬月額 期末手当

報酬

議　長 280,000 円 ６月期　1.25 月分

12 月期　1.5 月分

計　2.75 月分

副議長 215,000 円

委員長 205,000 円

議　員 195,000 円

区分 内　　　　容

扶養手当

配偶者 13,000 円
配偶者以外の扶養親族 6,500 円
配偶者のない場合の１人目 11,000 円
満 16 歳以上 22 歳までの子（加算額） 5,000 円

住居手当 平成 17 年度から廃止

通勤手当

・交通機関利用者
　55,000 円未満 実費
　55,000 円以上 最高 55,000 円
・自家用車等の利用者
　片道６㎞～10㎞未満 2,000 円
　片道 10㎞～15㎞未満 4,100 円
　片道 15㎞～20㎞未満 6,500 円
　片道 20㎞～25㎞未満 8,900 円
　片道 25㎞～ 30㎞未満 11,300 円
　片道 30㎞～ 35㎞未満 13,700 円
　片道 35㎞～ 40㎞未満 16,100 円
　片道 40㎞～ 45㎞未満 18,500 円
　片道 45㎞～ 50㎞未満 20,900 円
　片道 50㎞～ 55㎞未満 21,800 円
　片道 55㎞～ 60㎞未満 22,700 円
　片道 60㎞以上 23,600 円

期末・
勤勉
手当

（平成２６年度支給割合）
	 期末	 勤勉
  ６月期	 1.225月分	 0.675月分
１２月期	 1.375月分	 0.675月分
　　  計	 　 2.6月分	   1.35 月分
職制上の段階、職務の級等による加算
措置　有り

退職
手当

（平成２６年度支給率）
		  定年・勧奨
	最高限度額	 52.440 月分
	勤続 20 年	 27.025 月分
	 25 年	 36.570 月分
	 35 年	 52.440 月分

WATCHING



　
※
戸
籍
関
係
の
届
出

　
　
　
宿
直
室　
　

☎（
５
８
）８
２
１
３

　
閉
庁
期
間
中
の
婚
姻
・
死
亡
届
な
ど
の
戸
籍
関
係

の
届
出
や
火
葬
・
埋
葬
の
申
請
で
役
場
に
お
越
し
の

際
は
、厚
生
棟（
役
場
庁
舎
裏
）１
階
の
宿
直
に
お
申

出
く
だ
さ
い
。

●�

中
央
公
民
館
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
町
体
育
セ
ン
タ
ー
・
お

城
広
場（
占
有
使
用
の
場
合
）・町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト・屋
内

体
育
館・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

☎（
５
８
）６
３
３
１

年
末 

12
月
26
日（
金
）　
午
後
5
時
ま
で

年
始 

１
月
５
日（
月
）　
午
前
8
時
30
分
か
ら

●�

村
山
龍
平
記
念
館【
図
書
館
含
む
】・奥
書
院

☎（
５
８
）８
２
１
２

年
末 

12
月
26
日（
金
）　
午
後
５
時
ま
で

年
始 

１
月
５
日（
月
）　
午
前
８
時
30
分
か
ら

●
玉
城
病
院  

☎（
５
８
）３
０
３
９

年
末 

12
月
26
日（
金
）ま
で

年
始 

1
月
5
日（
月
）か
ら

※�

救
急
診
療
は
、医
師
・
看
護
師
不
足

と
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
が
で
き
な
い

た
め
、お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
下

記
の
伊
勢
市
休
日
・
夜
間
応
急
診

療
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

●�

地
域
包
括
支
援
室　
役
場
業
務
に
同
じ

☎（
５
８
）７
３
７
３

●
保
育
所　
役
場
業
務
に
同
じ

※�

12
月
27
日（
土
）は
希
望
保
育
で
す
。

●
保
健
福
祉
会
館・ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
☎（
５
８
）８
０
０
０

年
末 

12
月
26
日（
金
）ま
で

年
始 

1
月
5
日（
月
）か
ら

●
さ
く
ら
児
童
館☎（

５
８
）８
５
２
７

●
梅
が
お
か
児
童
館

☎（
５
８
）８
３
４
５

●
い
な
ほ
の
郷
児
童
ク
ラ
ブ
室

☎（
５
８
）３
９
５
６

●
つ
つ
じ
が
丘
児
童
ク
ラ
ブ
室

 

☎（
５
８
）７
６
９
９

年
末 

12
月
27
日（
土
）ま
で

年
始 

1
月
5
日（
月
）か
ら

●
社
会
福
祉
協
議
会☎（

５
８
）６
９
１
５

【
元
気
バ
ス
専
用☎（

５
８
）８
１
８
１
】

年
末 

12
月
28
日（
日
）ま
で

年
始 

1
月
5
日（
月
）か
ら

　

福
祉
バ
ス
運

行
も
元
気
バ
ス

に
同
じ
。

　
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は

役
場
業
務
に
同

じ
。

●
休
日
応
急
診
療
所 

（
伊
勢
市
八
日
市
場：伊
勢
市
福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー
）

内
科・小
児
科 

☎（
２
５
）８
７
９
５

年
末
年
始 

12
月
31
日（
水
）
～

　
　
　
　

  

１
月
３
日（
土
）

　
　
　
　

 

①
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

 

②
午
後
1
時
～
5
時

　
　
　
　

 

③
午
後
7
時
30
分
～
10
時

●
歯
科　
☎（
２
７
）０
８
２
９

年
末
年
始 

12
月
31
日（
水
）
～

　
　
　
　

  

１
月
3
日（
土
）

　
　
　
　

 

①
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

 

②
午
後
1
時
～
5
時

●
そ
の
他
の
診
療
科
目
は「
救
急
医

療
情
報
セ
ン
タ
ー
」

☎（
２
８
）１
１
９
９
へ

年
末
年
始
業
務
の
ご
案
内

年
末
年
始
業
務
の
ご
案
内

年
末
年
始
閉
庁
期
間
中
役
場
へ
ご
用
の
方
はへ

５
８
―

８
２
１
３

５
８
―

８
２
１
３

一 
般 
事 
務

ス
ポ
ー
ツ・文
化
施
設

保
健・福
祉

●
役
場
一
般
事
務　

☎（
５
８
）８
２
０
０

年
末 

12
月
26
日（
金
）　
午
後
５
時
ま
で

年
始 

1
月
5
日（
月
）　
午
前
８
時
30
分
か
ら
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●
し
尿
く
み
取
り

年
末 

12
月
26
日（
金
）ま
で

年
始 

1
月
6
日（
火
）か
ら

お
申
込
み
予
約
は
12
月
10
日（
水
）ま
で
に

奥
山
衛
生　

  

☎（
５
８
）２
７
２
２

度
会
玉
城
衛
生
☎（
５
８
）４
６
４
９

●
伊
勢
広
域
環
境
組
合
清
掃
工
場

☎（
３
７
）１
２
１
８

年
末 

12
月
30
日（
火
）ま
で

　
　

 

午
後
4
時
45
分
ま
で
受
け
入
れ

年
始 

1
月
5
日（
月
）か
ら

 　
　

�

年
末
は
例
年
大
変
混
雑
し
、長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
早
目
の
搬
入
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
伊
勢
広
域
環
境
組
合
斎
場（
火
葬
場
）

　
☎（
２
８
）５
１
２
０

・
1
月
1
日（
木
）の
み
休
業

●
上
下
水
道
業
務☎（

５
８
）８
２
０
７

　
使
用
者
の
管
理
内
（
メ
ー
タ
ー
よ

り
屋
内
側
）
で
発
生
し
た
水
道
管
の

破
裂
等
に
つ
い
て
は
、直
接
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
ご
依

頼
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、本
管
側
（
メ
ー
タ
ー
よ
り
道

路
側
）
で
の
破
裂
に
つ
い
て
は
役
場

も
し
く
は
次
の
工
事
事
業
者
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

12
月　
㈲
マ
ツ
ヤ
マ
環
水

☎（
５
８
）２
２
７
６

1
月　
㈱
中
浦
土
木

☎（
５
８
）４
７
６
２

【
年
末
最
終
日
】

月・木コース 火・金コース
可燃物 12 月 29 日（月）12 月 30 日（火）
カン・金属類 12 月 17 日（水）
プラスチック 12 月 30 日（火）
ペットボトル 12 月 25 日（木）
資源びん・
ガラス・
くずびん類・
陶磁器類

12 月 24 日（水）

粗大ごみ
自宅回収

12 月 22 日（月）
※申込は 12 月 19 日（金）

午前中まで
田丸・
有田地区

外城田・
下外城田

古紙・布類 12 月 25 日（木）12 月 26 日（金）

【
年
始
初
日
】

月・木コース 火・金コース
可燃物 1 月 5 日（月）1 月 6 日（火）
カン・金属類 1 月　7 日（水）
プラスチック 1 月　6 日（火）
ペットボトル 1 月　8 日（木）
資源びん・
ガラス・
くずびん類・
陶磁器類

1 月 14 日（水）

粗大ごみ
自宅回収 1 月 19 日（月）

田丸・
有田地区

外城田・
下外城田

古紙・布類 1 月 8 日（木）1 月 9 日（金）

●ごみの収集 環
境・衛
生

水
道
管
が
凍
結
・
破
裂
し
や
す
い

季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
屋
外

に
露
出
し
た
水
道
管
に
は
、保
温
材

を
つ
け
る
な
ど
凍
結
防
止
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
の
館　

☎（
５
８
）８
８
０
０

●
ふ
る
さ
と
味
工
房
ア
グ
リ

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）８
６
８
６

年
末 

12
月
30
日（
火
）ま
で

年
始 

1
月
2
日（
金
）か
ら

※
12
月
24
日（
水
）は
特
別
営
業

※�

12
月
30
日（
火
）、１
月
２
日（
金
）、３
日（
土
）の
営
業

は
午
後
6
時
ま
で

※
1
月
13
日（
火
）は
臨
時
休
業

ア
ス
ピ
ア
玉
城

11 平成26年 12月号広報 たまき

WHAT'S NEW
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こ
れ
ま
で
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
が
対
象
と
さ
れ
て

い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
制
度
は
、平

成
26
年
1
月
か
ら
所
得
の
合
計
額
に
か
か
わ

ら
ず
、こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を

行
う
全
て
の
方
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

制
度
に
つ
い
て
は
所
得
税
の
申
告
が
必

要
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、国
税
庁
Ｈ
Ｐ
（

http://
w
w
w
.nta.go.jp

）
に
掲
載
さ
れ
て
い

　

玉
城
町
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

　

・
保
健
師　

1
名

▼
受
験
資
格

　

・�

１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、保
健
師

免
許
を
有
す
る
方
、ま
た
は
平
成
27

年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

　

・�

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方

　

・
玉
城
町
に
通
勤
可
能
な
方

　

・
健
康
で
伝
染
性
疾
患
を
有
し
な
い
方

　

�

・�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事

項
）に
該
当
し
な
い
方

▼
受
験
手
続

　
（
１
）提
出
書
類

　

�

・�

履
歴
書
（
市
販
可
、３
カ
月
以
内
撮

　

12
月
10
日
に
「
特
設
人
権
相
談
」
を
開

設
し
ま
す
。

　

相
続
、親
子
、離
婚
、い
じ
め
、体
罰
、近

所
付
き
合
い
な
ど
相
談
所
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

12
月
10
日（
水
）午
後
1
時
～
3
時

場
所

保
健
福
祉
会
館　

相
談
室

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

玉
城
町
職
員
の

　
　
　
　
採
用
試
験
を
実
施

第
66
回
人
権
週
間

期
間 

12
月
４
日（
木
）～
10
日（
水
）

家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た

  

と
き
は
、忘
れ
ず
届
出
を
！

　
総
務
た
よ
り

総
務
課
☎（
５
８
）８
２
０
０

　

家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た
と
き
は
、『
家

屋
取
り
こ
わ
し
報
告
書
』の
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
税
務
住
民
た
よ
り

税
務
住
民
課
☎（
５
８
）８
２
０
１

影
の
写
真
添
付
）

　

�

・�

最
終
学
校
卒
業
証
明
書
、ま
た
は
卒

業
見
込
証
明
書

　

�

・
最
終
学
校
成
績
証
明
書

　

�

・�

健
康
診
断
書
（
第
二
次
試
験
終
了

後
、合
格
者
の
み
提
出
）

（
2
）受
付
期
間

　

12
月
1
日(

月)

～
22
日(

月)

（
土
・

　

日
を
除
く
）

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
３
）提
出
先

　

玉
城
町
役
場
総
務
課（
２
階
）

▼
試
験
の
日
時
・
場
所
・
方
法
等

（
1
）第
一
次
試
験

　

日
時

平
成
27
年
1
月
下
旬（
予
定
）

　

場
所

玉
城
町
役
場

　

方
法

�

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の

学
歴
相
当
の
教
養
試
験
、専
門

試
験
、適
性
検
査

（
2
）第
二
次
試
験

　

日
時

平
成
27
年
2
月
中
旬（
予
定
）

　

場
所

玉
城
町
役
場

　

方
法

作
文
お
よ
び
面
接

▼
発
表

　

�

第
一
次
試
験
の
結
果

　

2
月
上
旬
合
格
者
に
通
知
す
る

　

第
二
次
試
験
の
結
果

　

3
月
上
旬
合
格
者
に
通
知
す
る

▼
給
与
、諸
手
当

　

玉
城
町
職
員
給
与
条
例
に
よ
る

▼
採
用
予
定

　

平
成
27
年
4
月
1
日
付

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署（
伊
勢
税

務
署
☎
０
５
９
６（
２
８
）３
１
９
１
）に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
第
66
回
人
権
週
間
」

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

12
月
4
日（
木
）～
12
月
10
日（
水
）

人権イメージ
キャラクター
人ＫＥＮまもる君 

人権イメージ
キャラクター 

人ＫＥＮあゆみちゃん

町
の
事
業
や
催
し
、
募
集
情
報
な
ど
を
お
届
け
！

町
の
事
業
や
催
し
、
募
集
情
報
な
ど
を
お
届
け
！

市
外
局
番 

０
５
９
６

Informa
tion

Informa
tion
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町
在
住
在
勤
者
の
方
を
対
象
に
、手
作

り
お
せ
ち
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

時
間

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
所

保
健
福
祉
会
館

定
員

20
名

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
米
1/2
カ
ッ
プ

参
加
費

一
名
５
０
０
円

締
切

12
月
8
日（
月
）

※�

ご
希
望
の
方
は
、保
健
福
祉
会
館
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
で
の
子
宮
頸
が
ん
・
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
は
12
月
末
で
終
了
し
ま

す
。
今
年
度
、ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

【
子
宮
頸
が
ん
】

　
　
　

20
歳
以
上
の
女
性

　
　
　
【
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
】

　
　
　

40
歳
以
上
の
男
女

※
年
齢
は
平
成
27
年
3
月
31
日
現
在

※�

平
成
26
年
4
月
以
降
、当
該
の
検
診
を

受
け
て
い
な
い
方

お
せ
ち
料
理
教
室
を
開
催

開
催
日 

12
月
11
日（
木
）

医
療
機
関
で
の
が
ん
検
診

　
　
　

 

残
り
１
カ
月
で
す
！

～
子
宮
頸
が
ん・胃
が
ん・大
腸
が
ん
～

　
保
健
事
業
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
☎（
５
８
）８
０
０
０

【
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
の
方
へ
】

　

医
療
機
関
で
の
子
宮
頸
が
ん
、大
腸

が
ん
検
診
も
12
月
末
ま
で
で
す
。
期
限

が
過
ぎ
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
さ
れ
た
方
は
再
発
行
し
ま
す
の

で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

田
丸
城
跡
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施

し
ま
す
。
初
日
は
、次
の
と
お
り
点
灯
式

を
開
催
し
ま
す
。城
山
に
輝
く〝
光
の
城
〟

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
点
灯
式
》

　

時
間

午
後
５
時

　

場
所

田
丸
城
天
守
跡

《
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
概
要
》

　

期
間

点
灯
式
～

　
　
　
　

平
成
27
年
1
月
31
日（
土
）予
定

　

時
間

日
没
～
午
後
9
時

田
丸
城
跡

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

開
催
日 

12
月
6
日（
土
）

　

町
で
は
、新
製
品
の
開
発
や
、新
産
業

の
創
出
に
取
組
む
製
造
者
ま
た
は
団
体

の
育
成
を
支
援
す
る
補
助
金
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

新
産
業
創
出
支
援
事
業

　
　
　
　

 

補
助
制
度
募
集

募
集
期
間 

12
月
1
日（
月
）～　

　
　
　
　
平
成
27
年
1
月
16
日（
金
）

　
産
業
振
興
た
よ
り 

❶

産
業
振
興
課
☎（
５
８
）８
２
０
４

　
地
域
包
括
支
援
室
た
よ
り

地
域
包
括
支
援
室
☎（
５
８
）７
３
７
３

　

町
内
で
巡
回
相
談
を
行
い
、障
が
い
者

の
生
活
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

保
健
福
祉
会
館
ま
た
は
自
宅
等

　

相
続
関
係
を
は
じ
め
、債
権
、不
動
産
、

離
婚
問
題
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
相
談
な

ど
、司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

偶
数
月
の
第
２
火
曜
日
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

日
時

�

12
月
9
日（
火
）午
後
3
時
〜
5
時

（
1
件
あ
た
り
20
分
間
）

場
所

保
健
福
祉
会
館

※�

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、地
域
包
括
支
援
室
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ブ
レ
ス
わ
た
ら
い
」巡
回
相
談

開
催
日 

12
月
3
日（
水
）・17
日（
水
）

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

《
対
象
事
業
》

　

・
新
製
品
・
新
技
術
等
の
研
究
開
発

　

・
経
費
が
50
万
円
以
上

　

・�

交
付
決
定
の
次
年
度
1
月
末
ま
で

に
終
了

《
補
助
概
要
》

　

・�

経
費
か
ら
国
・
県
等
の
補
助
を
除
い

た
1/2
以
内（
上
限
50
万
円
）

　

・�

審
査
会
に
お
い
て
、審
査
を
行
い
交

付
決
定

　

制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、募
集

期
間
内
に
申
請
書
等
の
書
類
を
産
業
振

興
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、産

業
振
興
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
な
い
と
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�「
取
り
こ
わ
し
報
告
書
」は
、税
務
住
民

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※�

検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、本
紙
22

ペ
ー
ジ
の
保
健
事
業
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、保
健
福
祉
会
館
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、地
域
包
括
支
援
室
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Tamaki Information
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間
前
後
の
給
食
の
な
い
日
も
お

預
か
り
し
ま
す
。

料
金

�

日
額
１
，０
０
０
円
。
た
だ
し

５
，０
０
０
円
が
上
限
。（
別
途

保
険
料
月
額
１
５
０
円
／
月
）

そ
の
他

�

申
込
書
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
申
請
書
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
ペ
ー

ジ
か
ら
、入
手
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、各
児
童
ク
ラ
ブ
・
保
健
福

祉
会
館
・
生
活
福
祉
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。（
電
話
番
号
は
裏
表
紙
の
「
ま
ち

か
ど
掲
示
板
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�http
s://kizuna.tow

n.tam
aki.

m
ie.jp/

　

小
学
校
冬
休
み
期
間
中
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
へ
の
臨
時
入
所
を
次
の
よ
う

に
受
付
け
し
ま
す
。

対
象

�

町
立
小
学
校
に
通
学
す
る（
予
定

者
含
む
）小
学
1
・
2
・
3
年
生

（
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
児
童
は

6
年
生
ま
で
）

資
格

�

児
童
の
保
護
者（
同
居
の
親
族
を

含
む
）
が
、労
働
等
に
よ
り
対
象

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

申
込
み

�

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、子
育
て

総
合
支
援
室
（
保
健
福
祉
会
館
）

お
よ
び
役
場
生
活
福
祉
課
備
え

付
け
の「
玉
城
町
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
臨
時
入
所
申
込
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
し
、保
護
者
（
65
歳

以
下
の
同
居
の
保
護
者
含
む
）の

就
労
証
明
書
と
と
も
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間

�

12
月
24
日
（
水
）
～
1
月
7
日

（
水
）、い
ず
れ
も
午
前
8
時
～
午

後
6
時
。（
土
曜
日
は
、さ
く
ら

児
童
ク
ラ
ブ
の
み
開
所
）利
用
期

　

保
険
料
は
国
保
の
大
切
な
財
源
と

な
っ
て
、病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の

医
療
費
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
み
な
さ
ん
を
支
え
る
保

険
料
で
す
の
で
、忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

失
業
、災
害
、病
気
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、申
請
に
よ
り

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

冬
休
み
臨
時

　
　
　

 

入
所
申
込
み
受
付

受
付
期
限 

12
月
12
日（
金
）

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

　
　
　
　
を
お
忘
れ
な
く
！

　
生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課
☎（
５
８
）８
２
０
３

　
産
業
振
興
た
よ
り 

❷

産
業
振
興
課
☎（
５
８
）８
２
０
４

　

第
28
回
桜
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た
り
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

日
時

平
成
27
年
４
月
5
日（
日
）

　
　
　

正
午
～
午
後
1
時（
予
定
）

場
所

お
城
広
場

募
集
数

４
グ
ル
ー
プ
程
度

出
演

�

時
間
は
、15
～
20
分

　
　
　
（
交
替
時
間
含
む
）

　
　
　

�

ス
テ
ー
ジ
は
、縦
4.8
ｍ
×
横
7.2
ｍ

（
予
定
）

※�

準
備
・
片
付
け
は
各
グ
ル
ー
プ
で
お
願

い
し
ま
す
。

※
出
演
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、実
行
委
員
会

で
決
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　

申
込
み
等
詳

し
く
は
、桜
ま
つ

り
実
行
委
員
会

（
産
業
振
興
課

内
）へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

桜
ま
つ
り
出
演
者
募
集

応
募
締
切 
平
成
27
年
1
月
23
日（
金
）

消
費
生
活
相
談
員
の

 

消
費
者
豆
知
識Vol.8

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
高
性
能
な
パ
ソ

コ
ン
と
同
じ
で
す
。
携
帯
電
話
以
上
に

使
い
方
を
し
っ
か
り
ル
ー
ル
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①�

ど
う
し
て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

ち
た
い
か
確
認
し
、利
用
範
囲
を
話
し

あ
い
ま
し
ょ
う
。

②�

購
入
前
に
携
帯
会
社
の
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
収
集
し

ま
し
ょ
う
。

③�
食
事
中
や
就
寝
前
は
使
わ
な
い
な
ど
、

利
用
の
ル
ー
ル
を
子
ど
も
と
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

④�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
設
定
が
自

分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
伝
え
、設
定
方
法
を
教
え
ま

し
ょ
う
。

　

買
い
与
え
て
か
ら
が
大
事
で
す
。
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
か
し
っ
か

り
指
導
・
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。
親
に
話
せ

ず
問
題
を
大
き
く
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、絶

対
に
避
け
た
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

困
っ
た
ら
、ま
ず
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
５
９
（
２
２
８
）
２
２
１
２
で
も

受
付
け
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

　
子
ど
も
に
持
た
せ
る
時
の
注
意

《
12
月
の
相
談
日（
専
門
員
）》

 

日
時

12
月
1
・
8
・
15
・
22
日（
月
） 

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

場
所

産
業
振
興
課
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分
割
納
付
、徴
収
猶
予
や
、保
険
料
の
減

免
や
医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
金（
３
割

～
１
割
負
担
）を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

●
保
険
料
の
減
免

▼�

震
災
、
風
水
害
、

落
雷
、火
災
な
ど

の
災
害
や
盗
難

の
被
害
に
あ
っ

た
と
き
。

▼�

世
帯
主
の
死
亡
や
障
が
い
に
よ
り
納

付
が
困
難
な
と
き
。

▼�

世
帯
主
が
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、納

付
が
困
難
な
と
き
。

▼�

こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
き
。

●
一
部
負
担
金
の
減
免

▼�

震
災
、
風
水
害
、

落
雷
、
火
災
、
な

ど
の
災
害
に
よ

り
死
亡
や
障
が

い
に
よ
り
資
産

に
重
大
な
損
害

を
受
け
た
と
き
。

▼�

被
保
険
者
ま
た
は
世
帯
主
の
収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
と
き
。

▼�

こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
き
。

理
由
も
な
く
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を

納
め
な
い
で
い
る
と
、次
の
よ
う
な
措
置

が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①�

督
促
状
の
送
付
、延
滞
金
の
徴
収
、勤

務
先
へ
の
通
知
、預
貯
金
な
ど
の
差

押
え

②�

更
新
期
間
の
短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」

の
交
付

③�

保
険
証
を
返
し
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付（
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
）

④�
国
保
の
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

差
止
め

⑤�

国
保
の
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

滞
納
保
険
料
に
充
当

　

保
険
料
の
納
付
や
医
療
費
の
支
払
に

つ
い
て
ご
心
配
な
と
き
は
、お
早
め
に
生

活
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
1
月
か
ら

70
歳
未
満
の
方
の
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
下
記
の
と
お
り

変
更
さ
れ
ま
す
。
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
は

今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

　

す
で
に
認
定
証
の
交

付
を
受
け
て
お
ら
れ
る

70
歳
未
満
の
方
へ
は
、

12
月
末
頃
に
変
更
後
の

区
分
が
記
載
さ
れ
た
認

定
証
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、生
活
福

祉
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険　

70
歳
未
満
の
高
額

療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
の
見
直

し
に
つ
い
て

▼平成 26年 12月診療分まで

所得区分 所得要件※
自己負担限度額（月額）

3 回目まで（12 ヶ月以内で） 4 回目以降

上位所得者 600 万円超 150,000 円＋（かかった医療費－500,000円）×1％ 83,400 円
一　般 600 万円以下 80,100 円＋（かかった医療費－267,000円）×1％ 44,400 円

住民税非課税世帯 － 35,400 円 24,600 円

▼平成 27年 1月診療分より所得区分が細分化され、次のように変更になります。

所得区分 所得要件※
自己負担限度額（月額）

3 回目まで（12 ヶ月以内で） 4 回目以降

上位所得者
901 万円超 252,600 円＋（かかった医療費－842,000円）×1％ 140,100 円

600 万円超　901 万円以下 167,400 円＋（かかった医療費－558,000円）×1％ 93,000 円

一　般
210 万円超　600 万円以下 80,100 円＋（かかった医療費－267,000円）×1％

44,400 円
210 万円以下 57,600 円

低所得 住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

70 歳未満の方の自己負担限度額（月額）

※ 総所得金額等から基礎控除額（33 万円）を差し引いた額

Tamaki Information
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ム
ラ
コ
長
町

　

11
月
15
・
16
日

の「
玉
城
フ
ェ
ア

２
０
１
４
秋
」に

は
過
去
最
高
の

２
３
，０
０
０
人

の
人
出
が
あ
り
、

大
勢
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
１
０
０
の
出
展
者

の
み
な
さ
ま
が
主
体
的
に
イ
ベ
ン
ト

を
盛
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
企
画
・
運
営
を
い

た
だ
い
た
方
々
に
も
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

引
続
き
「
熊
野
古
道
伊
勢
路
出
立
の

地
、玉
城
」の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。
12
月
21
日
に
は
「
こ
こ
か
ら
は

じ
ま
る
熊
野
古
道
～
接
待
地
蔵
の
話
」

と
題
し
た
玉
城
町
ふ
る
さ
と
演
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、来
年
３
月

29
日
に
は
玉
丸
城
太
鼓
の
み
な
さ
ん
が

新
曲「
熊
野
古
道（
祈
り
の
道
）」を
発
表

予
定
で
現
在
猛
練
習
中
で
す
。
ぜ
ひ
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
30
日
、ふ
れ
あ
い
の
館
の
入
場

者
が
１
６
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

近
隣
に
は
な
い
泉
質
の
良
さ
が
大
変

人
気
で
す
。（
泉
質
に
つ
い
て
は
本
誌

愛愛

11
月
18
日　

町
長
室
に
て

３
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

10
月
19
日
に
は
東
京
三
重
県
人
会

（
４
５
０
人
参
加
）、10
月
25
日
は
大

阪
三
重
県
人
会
（
３
６
０
人
参
加
）
に

出
席
し
、町
の
小
中
学
生
の
活
躍
、特

産
品
の
人
気
ぶ
り
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま

し
た
。
大
都
市
で
ふ
る
さ
と
玉
城
の

自
慢
話
が
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
10
日
、第
30
回
京
都
賞
に
出
席

し
、稲
盛
和
夫
京
セ
ラ
（
株
）
名
誉
会

長
、駒
口
克
己
京
セ
ラ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）
代
表
取
締

役
社
長
に
京
セ
ラ
文
庫
の
寄
贈
を
始

め
、工
場
増
築
の
お
礼
を
申
し
上
げ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
増
築
を
予
定
し

た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、村
林
紘
二
伊
勢
赤
十
字

病
院
院
長
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、玉

城
病
院
へ
循
環
器
と
糖
尿
病
の
先
生

を
10
月
末
か
ら
派
遣
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
玉
城
町
は
特
に
心
疾
患
や

糖
尿
病
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
伊

勢
赤
十
字
病
院
と
連
携
し
て
重
症
化

予
防
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
子
育
て
支
援
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室
☎（
５
８
）８
０
０
０

　

講
師
に
杉
山
依
史
登
さ
ん
（
整
体
師
）

を
招
き
、自
分
の
体
の
使
い
方
や
ク
セ

を
知
り
、日
常
の
生
活
に
生
か
し
て
い
く

「
身
体
の
使
い
方
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

保
護
者
向
け
の
講
座
で
す
の
で
、ご
希

望
の
方
に
は
、託
児
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

時
間

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所

さ
く
ら
児
童
館

対
象

未
就
園
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

定
員

10
組（
先
着
順
・
初
め
て
の
方
優
先
）

※�

ご
希
望
の
方
は
、子
育
て
総
合
支
援
室

（
保
健
福
祉
会
館
）
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
12
月
1
日
か
ら
申
込
み
開
始
）

子
育
て
講
座
を
開
催

開
催
日 

12
月
11
日（
木
）

　
　
　

 

平
成
27
年
1
月
21
日（
水
）

　
　
　

 

2
月
18
日（
水
） 

　
　
　

 

3
月
18
日（
水
） ・25
日（
水
）

　
社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
５
８
）６
９
１
５

　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権

擁
護
委
員
を
相
談
員
に
迎
え
、行
政
・
心

配
ご
と
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

時
間

午
後
1
時
～
3
時

場
所

保
健
福
祉
会
館

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
リ
ー
ラ
先
生
と
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

行
政・心
配
ご
と
相
談

開
催
日 

12
月
10
日（
水
）・20
日（
土
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
12
月
の
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん
」

開
催
日 

12
月
10
日（
水
）

　

０
～
３
歳
児（
未
就
園
児
）を
対
象
に
、

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
12
月
の
は
な
♪
は
な
♪

　
　
　
　
　
お
は
な
し
会
」

開
催
日 

12
月
18
日（
木
）
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県
民
一
人
ひ
と
り
が
、交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
た
だ
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣

づ
け
、交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・�

全
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
伊
勢
警
察
署
た
よ
り 

❶

伊
勢
警
察
署
☎（
２
０
）０
１
１
０

　

伊
勢
警
察
署
管
内
で
は
、昨
年
に
比

べ
、交
通
死
亡
事
故
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

事
故
の
特
徴
と
し
て
、高
齢
者
、夜
間

の
歩
行
者
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
が

亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

伊
勢
警
察
署
で
、高
齢
者
に
対
す
る
交

通
安
全
指
導
の
ほ
か
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
お
よ
び
歩
行
者
へ
の
反
射
材
着
用

の
推
進
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◇�「
反
射
材
」着
け
ナ
イ
ト
作
戦
の
実
施

�　

�　

夜
間
、歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、反
射
材
の
着
用
を
推
進
す
る
「
反

射
材
」着
け
ナ
イ
ト
作
戦
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

�　

歩
行
者
は
、反
射
材
に
よ
り
ド
ラ
イ

バ
ー
に
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
安
全

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

◇�

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
全
員
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を

　

�　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
で
の
事
故
は
、

死
亡
に
至
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

�　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、あ
な
た
の
命
を

守
り
ま
す
。
車
に
乗
る
と
き
は
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

『
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
』

　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
実
施

期
間　
12
月
1
日（
月
）～
10
日（
水
）

な
く
そ
う
！
交
通
死
亡
事
故

藤
茂
太
「
モ
タ
さ
ん
の
言
葉
」、近
藤
麻

里
恵
「
毎
日
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔

法
」、ゆ
う
き
ゆ
う
「
な
る
ほ
ど
！
と
わ

か
る
マ
ン
ガ
は
じ
め
て
の
心
理
学
」、

主
婦
の
友
社
編
「
材
料
な
ら
べ
て
こ
ん

が
り
焼
く
だ
け
レ
シ
ピ
」

児
童
書

　

ぎ
ぼ
り
つ
こ「
し
ず
く
ち
ゃ
ん
」

絵
本

　

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
「
ぼ
く
の
ニ
セ

モ
ノ
を
つ
く
る
に
は
」、ク
リ
ス
・
ホ
ー

ト
ン「
し
ー
っ
！
」

紙
芝
居

　

イ
チ
ン
ノ
ロ
ブ
「
お
じ
い
さ
ん
と
ト

ラ
」、い
し
い
つ
と
む
「
ポ
グ
ち
ゃ
ん
の

や
く
そ
く
」

　

こ
の
他
、多
数
揃
え
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

読
み
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。（
予
算
、

内
容
に
照
ら
し
、購
入
を
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
、街
を
彩
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

心
に
灯
を
と
も
し
て
く
れ
る
本
を

い
っ
ぱ
い
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

玉
城
町
図
書
館
で
は
、旬
の
本
・
話

題
の
本
を
取
り
揃
え
、皆
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、新
規
で
ご

利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の
登
録
が

必
要
で
す
。

（
身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

●
購
入
図
書

　

前
川
洋
一
「
軍
師
官
兵
衛
四
」、三
浦

し
を
ん
「
ま
ほ
ろ
駅
前
番
外
地
」、水

生
大
海
「
ラ
ン
チ
合
コ
ン
探
偵
」、畠

中
恵
「
ゆ
め
つ
げ
」、乾
く
る
み
「
イ
ニ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ブ
」、恒
川
光
太
郎

「
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
」

実
用

　

橘
遵
「
ひ
と
晩
５
冊
の
速
読
術
」、斉

～
新
着
図
書
の
お
知
ら
せ
～

　

玉
城
町
図
書
館　

☎（
５
８
）８
２
１
２　

　

平
成
27
年
成
人
式
を
次
の
よ
う
に
開

催
し
ま
す
。
新
成
人
の
方
は
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時
間

受
付　

午
前
９
時
30
分

　
　
　

式
典　

午
前
10
時

場
所

中
央
公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

な
お
、町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、教
育
委
員
会
へ
、住
所
・
氏
名
・
世
帯

主
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
教
育
た
よ
り 

教
育
委
員
会
☎（
５
８
）８
２
１
２

平
成
27
年
玉
城
町
成
人
式

開
催
日 
平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）

・�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

Tamaki Information
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伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、ご

み
減
量
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
～
正
午

場
所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

定
員

各
教
室
と
も
15
名

材
料
費

各
教
室
と
も
２
０
０
円

申
込
み

�

各
教
室
と
も
開
催
日
一
カ
月
前
か

ら
前
日
ま
で
に
電
話
に
て
受
付

※
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
27
日（
土
）か
ら
平
成
27
年
1
月
4
日

（
日
）ま
で
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
っ
た
い
な
い
教
室

　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

受
講
日

教
室
名

12
月
7
日（
日
）
手
芸
・
小
物
教
室
（
花
び

ら
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
）

12
月
13
日（
土
）
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
・
石
け
ん

作
り

12
月
20
日（
土
）
布
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室（
マ

イ
バ
ッ
ク
作
り
）

平
成
27
年

1
月
10
日（
土
）
Ｅ
Ｍ
石
け
ん
作
り

平
成
27
年

1
月
11
日（
日
）
布
ぞ
う
り
作
り

平
成
27
年

1
月
17
日（
土
）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
椅
子
作
り

平
成
27
年

1
月
25
日（
日
）
手
芸
・
小
物
教
室

健
康
お
じ
ゃ
み

　
「
働
い
た
の
に
給
料
を
払
っ
て
も
ら

え
な
い
…
」「
解
雇
を
し
た
の
が
お
か

し
い
と
は
思
わ
な
い
が
…
」「
い
き
な

り
ク
ビ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
ど
う
し
よ

う
…
」
な
ど
、当
事
者
同
士
で
う
ま
く
解

　
裁
判
所
た
よ
り

津
地
方
裁
判
所

☎
０
５
９（
２
２
６
）４
１
７
２（
代
表
）

裁
判
所
に
お
け
る
個
別
労

働
紛
争
解
決
手
続
に
つ
い
て

　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を

土
に
返
す
方
法
を
学
び
環
境
に
優
し

い
生
活
を
目
指
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
～
正
午 

場
所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

持
ち
物

�

蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱

（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝
70
㎝
以
内
）、

エ
プ
ロ
ン

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」講
習
会

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

開
催
日 

12
月
20
日（
土
）

　
リ
サ
イ
ク
ル
た
よ
り

〒
５
１
５
―
０
５
０
５ 
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
０
５
９
６（
３
８
）２
８
０
０

　

年
末
年
始
は
、「
金
融
機
関
、コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、深
夜
に
営
業
す
る
飲

食
店
な
ど
を
対
象
と
し
た
強
盗
事
件
」

「
ひ
っ
た
く
り
、路
上
強
盗
等
の
街
頭
に

お
け
る
犯
罪
」「
飲
酒
運
転
等
に
よ
る
交

通
事
故
」等
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

伊
勢
警
察
署
で
は
、関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
し
事
件
、事
故
の
未
然
防
止
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

年
末・年
始
特
別
警
戒

　
　
　
　

 
取
締
り
の
実
施

期
間 

12
月
1
日（
月
）～　
　

平
成
27
年
1
月
10
日（
土
）

　
伊
勢
警
察
署
た
よ
り 

❷

伊
勢
警
察
署
☎（
２
０
）０
１
１
０

決
で
き
な
い
紛
争
を
解
決
す
る
手
続
き

は
、裁
判（
民
事
訴
訟
）以
外
に
も
、「
労

働
審
判
手
続
」「
少
額
訴
訟
手
続
」「
民

事
調
停
手
続
」等
の
手
続
が
あ
り
ま
す
。

　

紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、各
手

続
の
特
徴
や
紛
争
の
実
情
等
を
踏
ま

え
て
ど
の
手
続
を
利
用
す
る
の
が
良

い
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
手
続
の
概
要
に
つ
い
て
は
、各
裁
判

所
の
窓
口
等
に
備
え
付
け
て
あ
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
http://w

w
w
.courts.go.jp

）等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

たまき観光案内・地場産品販売処たまき観光案内・地場産品販売処
２年目の「城」  毎月第４日曜日は、ますます楽しいイベント盛りだくさん！

12月28日（日）９：３０～　殿様市

度会郡玉城町勝田4016-3（旧勘兵衛茶屋）

FAX 58-7007　営業時間 9：30～ 18：00

12月イベント情報

城ギャラリー

TEL 58-9375

※出品者・ギャラリー利用者を募集中！

■ 吉岡みのり
 　木目込人形「七福神・招き猫展」
　12/16（火）～1/15（木）
■ 藤田昌久　「木版画・油絵展」　
　 1/16（金）～2/15（日）

今年最後！
「城」ご利用の皆様に感謝感謝の
年の瀬大抽選会！

ぐすく

有 料 広 告

定
員

30
名(

１
家
族
１
名)

申
込
み

12
月
2
日（
火
）か
ら
受
付
開
始
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広
域
の
お
知
ら
せ 

❶

　

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、ご
家
族
や
支

援
者
の
方
の
相
談
も
受
付
け
て
い
ま

す
。

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
間

午
後
1
時
30
分
～
3
時
20
分

場
所

県
伊
勢
庁
舎（
相
談
室
１
）

※�

相
談
は
予
約
制
で
す
。
あ
ら
か
じ
め

問
合
せ
先
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

精
神
科
医・保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
実
施

実
施
日 
12
月
25
日（
木
）

問
合
せ
先

　
伊
勢
保
健
所 

地
域
保
健
課

　
☎
０
５
９
６（
２
７
）５
１
４
８

日
時

①
平
成
27
年
1
月
18
日（
日
）

　
　
　

②
平
成
27
年
2
月
7
日（
土
）

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時
ま
で

場
所

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
棟
4
階　

　
　
　

中
研
修
室

放
送
大
学
説
明
会・

　

 

個
別
相
談
会
の
ご
案
内

　

放
送
大
学
は
、自
宅
で
学
べ
る
通
信

制
の
大
学
で
す
。
平
成
27
年
度
第
１
学

期（
４
月
入
学
）の
教
養
学
部
学
生
お
よ

び
大
学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生

を
募
集
し
ま
す
。

●
学
生
の
種
類

　
【
教
養
学
部
】

　

①�

科
目
履
修
生
：
半
年
間
在
学
し
、興

味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

　

②�
選
科
履
修
生
：
１
年
間
在
学
し
、興

味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

　

③�

全
科
履
修
生
：
４
年
以
上
在
学
し
、

大
学
卒
業
を
目
指
す

　
【
大
学
院
】

　

①�

修
士
科
目
生
：
半
年
間
在
学
し
、興

味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

　

②�

修
士
選
科
生
：
１
年
間
在
学
し
、興

味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

●
入
学
試
験
・
入
学
資
格

　

�　

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学

卒
業
を
目
的
と
す
る
学
部
全
科
履
修

生
は
18
歳
以
上
で
、高
等
学
校
卒
業
、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
方
。
学

部
科
目
履
修
生
・
選
科
履
修
生
は
、15

歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
。

　

※�

大
学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目

放
送
大
学　
平
成
27
年
度

    

第
１
学
期（
４
月
入
学
）

　
　
　
　
　
　

 

学
生
募
集

生
は
、18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
。

●
学
習
方
法

　

�　

自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送
ま
た
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
放
送
）
で
放
送
授
業
を
視
聴
す

る
か
、放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン

タ
ー
（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
利
用
し

て
学
習
し
ま
す
。(

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
は
一
部
地
域
で
視
聴
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。)

　

�　

ま
た
、放
送
授
業
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　

第
1
回
出
願
受
付

　
　

12
月
1
日（
月
）
～

　
　

平
成
27
年
2
月
28
日（
土
）

　

第
2
回
出
願
受
付

　
　

平
成
27
年
3
月
1
日（
日
）
～

　
　

3
月
20
日（
金
）

　

詳
し
く
は
、放
送
大
学
三
重
学
習

セ
ン
タ
ー
（

http://w
w
w
.ouj.

ac.jp
）へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９(

２
３
３)
１
１
７
０

　　　　　　　　　　　　　　弘法温泉入浴者160万人　達成記念！

“おかげさま” キャンペーンを実施します！！

　　　　　　　　　　　　　　弘法温泉入浴者160万人　達成記念！

“おかげさま” キャンペーンを実施します！！
　　　　　　　　　　　　　　弘法温泉入浴者160万人　達成記念！

“おかげさま” キャンペーンを実施します！！
　　　　　　　　　　　　　　弘法温泉入浴者160万人　達成記念！

“おかげさま” キャンペーンを実施します！！

《年末年始の営業案内》
◎12月 24日（水）……特別営業　　　平成 27年 1月 13日（火）……臨時休業
◎12月 30日（火）、平成 27年 1月 2日（金）、3日（土）の営業は　午後 6時まで

下記期間中、本冊をお持ちいただくと“無料入浴”ができます。（１冊につき、お１人様まで、１回限り）

※休館日除く
※必ず本冊（広報たまき 12月号）を持参してください。期間：12月８日（月）～23日（火・祝日）

《営業案内》
時　間：午前 10時～午後 9時（入浴受付は午後 8時まで）　休館日：水曜日（祝日の場合は翌日）, 年末年始
料　金：大人 500 円（12歳以上）／子ども 350 円（12歳未満）※３歳未満無料／ 65歳以上 350 円／障がい者 350 円

アスピア玉城 ふれあいの館　☎（58）8800

特別企画 !!

確認印

Tamaki Information
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　　　　　 公共職業訓練受講生募集のご案内（平成 27 年1月～ 3 月）平成 26 年度

南伊勢職業能力開発促進センター（ポリテクセンター南伊勢）

　ポリテクセンター南伊勢では、離職者の方々が早期に再就職ができるよう企業での生産現場の実態に即したものづくり分野に特化した標準6ヶ
月の職業訓練を実施しております。訓練職種、訓練期間は上記のとおりです。
　詳しくは、最寄りのハローワークまたは、ポリテクセンター南伊勢、伊勢市小俣町明野685、電話0596-37-3121へお問合せください。
※応募締切日以降でも追加募集を行う場合があります。詳しくはポリテクセンター南伊勢へお問合せください。

公共職業訓練受講生募集のお知らせ

入所月 訓練科名 定員 訓練期間 応募締切日 入所選考日
平成 27年 1月 機械加工科 15 平成 27年 1月 7日（水）～ 7月 13日（月） 12月 10日（水） 12月 12日（金）

平成 27年 2月
電気設備科 15

平成 27年 2月 17日（火）～ 8月 6日（木） 平成27年1月15日（木）平成27年1月23日（金）住宅リフォー
ム技術科 15

平成 27年 3月 テクニカルオペ
レーション科 15 平成 27年 3月 12日（木）～ 9月 8日（火） 平成27年2月10日（火）平成27年2月20日（金）

　
　日

に
ち

12
月
4
日（
木
）・

　
　
　

 

18
日（
木
）・
10
日（
水
）・

 　
　
　

24
日（
水
）

場
所

12
月
４
日
・
18
日　

午
前
中

　
　
　

�（
田
丸
保
育
所
・
有
田
保
育

所
）

　
　
　

12
月
10
日
・
24
日　

午
前
中

　
　
　

�（
外
城
田
保
育
所･

下
外
城
田

保
育
所)

※�

お
問
合
せ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所

へ
お
願
い
し
ま
す
。

※�
今
年
度
か
ら
各
園
2
日
ず
つ
園
庭

解
放
を
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

10
月
は
１
，
０
１
８
件　

１
０
，

２
５
４
，０
０
１
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

累
計
で
１
７
，６
７
７
件　

２
２
７
，

６
１
０
，９
３
２
円
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成

20
年
制
度
開
始
か
ら
）

10
月
30
日 

●�

紙
谷
守
様
か
ら

絵
画
一
点
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
1
月
か
ら
相
続
税
の
基
礎

控
除
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
調
べ
ら
れ
ま
す
（

http://
w
w
w
.nta.go.jp

）。

　

ま
た
、電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
相
談

も
で
き
ま
す
。
ご
利
用
は
、税
務
署
に

電
話
し
て
自
動
音
声
案
内
に
よ
り
「
１
」

を
選
択
、次
に
相
続
税
の
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
理
士
を
お
探
し
の
場
合
は
、日
本
税

理
士
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
税

理
士
情
報
検
索
サ
イ
ト
」
で
税
理
士

等
の
検
索
が
可
能
で
す（

https://
w
w
w
.zeirishikensaku.jp

）。

相
続
税
の
基
礎
控
除
が

　
　
　
　
　

   

引
き
下
げ

町
立
保
育
所
園
庭
開
放
の
ご
案
内

　
12
月
の
園
庭
開
放

　
広
域
の
お
知
ら
せ 

❷

町
税
な
ど
納
期
の
お
知
ら
せ

税
務
住
民
課
☎（
５
８
）８
２
０
１

　

町
税
な
ど
は
、期
限
を
守
っ
て
必
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
固
定
資
産
税（
第
４
期
）

　

…
…
…
…
… 

12
月
25
日（
木
）

～
「
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」に
よ

る
継
続
的
な
お
支
払
い
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
要
手
続
き
）～

●�

社
会
福
祉
募
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

歌
謡
祭
（
10
月

25
日
開
催
）
に

て

　

・
浦
ち
え
こ
歌
謡
教
室

　
　

代
表　

浦 

千
惠
子
様
か
ら

計
８
５
，７
４
１
円

　

・
角
谷
産
業
様
か
ら

１
８
，０
０
０
円

　

・
株
式
会
社
玉
城

　
　
（
グ
ッ
デ
ィ
玉
城
店
）様
か
ら

５
，０
０
０
円

　

内
訳

　

�（
町
福
祉
事
業
へ
４
８
，７
４
１
円
、

　

夢
工
房
た
ま
き
へ
３
０
，０
０
０
円
、

　

ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
へ
３
０
，０
０
０
円
）

11
月
4
日

　

合
鴨
農
法
で
稲

作
を
営
ん
で
い
る

町
内
の
農
家
か
ら

鴨
18
羽
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の

鴨
た
ち
は
大
手
門

橋
周
辺
の
お
堀
に
放
ち
ま
し
た
。

11
月
７
日

●
浦
田
修
様　
　

２
０
０
，０
０
０
円 

　

※�「
玉
城
フ
ェ
ア
２
０
１
４
秋
」
に
ご

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●�

的
山
歩
こ
う
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
、

的
山
登
山
道

の
清
掃
作
業

を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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有 料 広 告

　風が冷たくなって空気も冷えてきましたね。冬の

到来です。インフルエンザに胃腸かぜなど嫌な病気

も流行りはじめる季節です。みなさん、用心して暖

かくしてお過ごしくださいね。

　さて、「相田みつを」さんという書家でもあり詩人

でもある方をご存知ですか。その方の詩の中にこん

な詩があります。

　この前、あるお母さんとの出逢いの中でこの詩を

思い出しました。そのお母さんは玉城町に転入され

てから積極的に子育て支援事業に参加してくれてい

ました。ところが体調を崩されて、頼る人が周りに

いないことで非常に不安になられたのです。保健福

祉会館でお顔をあわすことが少ないなあと思ったの

で、電話を入れてみたら号泣されました。ご家族の

役に立つことを私たちができることには限りがあり

ます。それでも私たちはできることの最善を尽くし

たいといつも思っています。その後、お母さんが話

してくれました。「あのときの先生の電話に私がど

れほど救われたか…。」それからお母さんは行動を起

こします。助けてもらえるところに自分で申し込み

をして、遠いところに住んでいる夫の家族に支援を

お願いしてきてもらえることになり、何とか乗り切

れそうですとのこと。自分のことを心配してくれる

人がどこかにいるという気持ちがお母さんのパワー

の源になったのですね。

　たくさんの人との出逢いが、そして感動がまた人

を動かしていきます。そんなことを学ばせていただ

いた出逢いでした。

子育て情報

お届けします

子育て
総合支援室
 ☎（５８）８０００

出逢い

そして感動

人間を動かし

人間を変えてゆくものは

むずかしい理論や

理屈じゃないんだなぁ

感動が

人間を動かし

出逢いが

人間を

変えてゆくんだなぁ・・・・・

相田みつを 著「日めくり ひとりしずか」より
Ⓒ相田みつを美術館

Tamaki Information
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子育て
日にち 事業名 時間 場所 内　　　容 対　　象 申込 備考

12月 1日（月） ぴよぴよサロン 10：30～ 11：30 保健福祉会館 「絵本」について 生後 2 カ月～ 6
カ月のお子さん ―

12月 5日（金） おたんじょう会 10：30～ 11：00 保健福祉会館 おたんじょうカード作り 12月に 2歳・3歳
になるお子さん ―

12月 8日（月） はいはいサロン 10：30～ 11：30 保健福祉会館 クリスマスグッズつくり 生後 7カ月～ 11
カ月のお子さん ―

12月 12日（金） １歳のひろば 10：30～ 11：30 保健福祉会館 クリスマスの飾りをつ
くろう 1歳のお子さん ―

12月 16日（火） ２歳児のお子さん�
あつまれー！ 10：30～ 11：30 保健福祉会館 クリスマス会 2歳・3歳のお子さん 要

定員30組（先着順）
12月 5日（金）
から予約開始

毎週月曜日�
～金曜日

子育て支援タイム
「にこにこ」 10：00～ 15：00 保健福祉会館�

（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士が
楽しくふれあう場です。�
また子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。

子育て中の親子�
（おじいちゃん・
おばあちゃんも
大歓迎）

―

保健（母子）
日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

12月 3日（水）
乳幼児相談�

＆�
おっぱい相談

10：00～ 11：30�
13：30 ～ 14：30 保健福祉会館

身体計測・離乳食や子
育て全般に関する相談�
助産師のおっぱい相談

生後 2カ月～未
就園のお子さん ― おっぱい相談のみ�

予約が必要です。

12月 10日（水） 3歳児�
健康診査

12：50～ 13：20�
（受付時間） 保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・

身体計測・問診・検尿など

Ｈ23.6.1～H23.7.31�
生まれのお子さん�
前回未受診のお子さん

― 該当児には�
個人通知します。

12月 11 日（木） 子ども相談 10：00～ 17：00 保健福祉会館
臨床心理士による育児
相談・必要に応じて発
達検査等

乳幼児・小中学生の
お子さんと保護者 要

12月 15日（月） ７カ月児相談 10：00～ 10：15�
( 受付時間） 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会さんの
絵本の読み聞かせ・身体計測・問
診・離乳食の相談・育児相談

Ｈ26.4.16～H26.5.15�
生まれのお子さん�
前回未受診のお子さん

― 該当児には�
個人通知します。

12月 24日（水） 幼児食教室 10：20～ 11：30 保健福祉会館 幼児食の講話、試食
1歳 6カ月～ 2歳
6カ月までのお子
さんと保護者

要

保健（成人）
日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 料金

12月 11日（木） 健診後健康相談 9：30～ 11：30 保健福祉会館
健診の結果説明・生活習慣改
善についての話�
血圧測定・検尿（希望者のみ）

国保人間ドック
および特定健康診
査受診者

要 無料

5月～Ｈ 27年 3月 乳がん検診 医療機関の�
実施時間内 玉城病院

<30～ 64歳 >　
( 水 )・第 1.2( 土 )�
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ・超音波・視触診�
<65 歳～>　
( 月 )( 火 )( 木 )( 金 )�
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ・視触診

30歳以上の女性 ① 無料（※）

６月～ 12月

胃がん検診 医療機関の�
実施時間内

久瀬医院・玉城病
院・たまき玉川ｸﾘ
ﾆｯｸ・中嶋医院

胃カメラ・バリウムの
選択 40歳以上の方 要 胃カメラ　2，800 円�

バリウム　2，600 円

大腸がん検診 医療機関の�
実施時間内

神戸ｸﾘﾆｯｸ・久瀬医
院・玉城病院・たまき
玉川ｸﾘﾆｯｸ・中嶋医院

便潜血検査（2日法） 40歳以上の方 ② 200 円（※）

子宮頸がん検診 医療機関の�
実施時間内 伊勢市内医療機関 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性 ③ 1，400 円（※）

児童館
日にち 事業名 時間 場所 内　　　容 対　　象 申込 備考

12月 17日（水） 児童館�
「あそびのひろば」 10：30～ 11：30 さくら児童館 サーキットあそび 未就園のお子さん ―

駐車場は、田丸小学
校校舎裏、体育館前
をご利用ください。

①申込書を玉城病院へＦＡＸ・郵送または持参。申込書は、玉城病院・生活福祉課・保健福祉会館にあります。
②中嶋医院のみ要予約　　　③生活福祉課で発行する受診券（もしくはクーポン券）が必要　　　④玉城病院以外要予約
（※）がん検診推進事業（クーポン券での無料検診）も実施しています。対象の方には５月下旬にクーポン券を発送済です。

保健福祉会館  ☎（５８）８０００

さくら児童館  ☎（58）8527　　梅がおか児童館  ☎（58）8345
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片付け
仕事
片付け
仕事

不要品の
処分

不要品の
処分

遺品の
整理
遺品の
整理

家具移動
タンス１本から
家具移動
タンス１本から

○番組に関するお問い合わせ…
役場総務課　電話（58）8200

○放送に関するお問い合わせ…
アイティービー　電話 0120（270）089

【11 月 29 日】　・文化祭（田丸小・外城田小）
【12 月    6 日】　・熊野古道ウォーキング
【12 月 13 日】　・人権トーク＆コンサート
【12 月 20 日】　・玉城フェア 2014 秋

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

【12 月 1 日～ 12 月 15 日】
　・防災・減災イベント 2014

【12 月 16 日～ 12 月 30 日】　
　・人権トーク＆コンサート

特別番組（毎月１・16日更新）

【12 月 5 日～ 1 月 4 日】　
　・インフルエンザ予防

【12 月 20 日～ 1 月 19 日】
　・ふるさと応援寄附金

知っ得、納得（毎月５・20 日更新）

文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

11月25日～12月24日

たまきチャンネル プログラム
時 内　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7
00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組
0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②
7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

2 00 番組終了

議会放送
（議会終了まで）
閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

CATV
123ch
CATV
123ch

町内（自治区主催）の行事やイベントなど取材依頼をお待ち
しています。日にち・時間・場所・連絡先をお伝えください。

町議会が開催される当日午後９時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前９時から再放送をします。

議会放送（終了まで）

有 料 広 告

人のうごき人のうごき
平成 26年 10月 31日現在

●人口　15,746人(-22人)
　【うち外国人 192人(-8人)】

男　7,658人(+ 2人)　　【うち外国人 33人(±0人)】

女　8,088人(-24人)　 【うち外国人 159人(-8人)】

●世帯数　5,642世帯(-15世帯)
　【うち外国人 184世帯(+11世帯)】

（　　）は10月１日以降の増減
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福祉タクシー　やまや
伊勢市消防本部　患者等搬送事業者　認定

　○車いすに乗ったまま乗り降りできる福祉タクシーです
　○貸出します（車椅子、リクライニング車いす、ストレッチャー）
　○通院、転院又は買い物 冠婚葬祭 等 利用できます
　○初乗り 1.5kmまで630円 以後303ｍまでごとに100円
  　 時速10km以下の場合 110秒までごとに100円　
   　送迎回送料 1回100円　  時間制・貸切もあります
　※福祉輸送限定（健常者の方のみの乗車はできません）
　※大型2種免許・ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ2級・上級救命講習修了書　有

玉城町妙法寺406-16 渡部  正史

☎ 0120-294-808
わたなべ    まさ  し

有 料 広 告 有 料 広 告

診療内容のお知らせ

玉城町役場は午前 8：30 ～午後 7：00 まで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

玉城町国民健康保険玉城病院　☎（58）3039

診療時間 総合相談窓口

受付時間 ご案内

午前８時 45 分～正午
午後３時〜５時
午前８時～11時45分 （皮膚科は11 時 30 分まで）
午後２時 30 分～４時 45 分

■玉城町役場
　☎（58）8200	  （58）4494
　●総務課 	 ☎（58）8200
　●税務住民課 	 ☎（58）8201
　●生活福祉課 	 ☎（58）8203
　●産業振興課 	 ☎（58）8204
　●建設課 	 ☎（58）8205
　●上下水道課	 ☎（58）8207
　●出納室 	 ☎（58）8210
　●議会事務局 	 ☎（58）8211
　●教育委員会（村山龍平記念館）
　　☎（58）8212 	  （58）7588

■玉城病院
　☎（58）3039	  （58）7299
■ケアハイツ玉城
　●介護老人保健施設
　　☎（58）3770	  （58）3790
　●訪問看護ステーション
　●訪問介護ステーション
　　☎（58）8117 
　●居宅介護支援事業所	☎（58）8822
■地域包括支援室（地域包括支援センター）
　☎（58）7373	  （58）7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）
　☎（58）8000	  （58）8688
■さくら児童館
　☎（58）8527 	  （58）8528

■梅がおか児童館
　☎（58）8345 	  （58）8346
■いなほの郷児童クラブ室
　☎（58）3956	  （58）3956
■つつじが丘児童クラブ室
　☎（58）7699	  （58）7699
■中央公民館
　☎（58）6331 	  （58）7755
■アスピア玉城
　●玉城ふれあいの館
　　☎（58）8800	  （58）8801
　●ふるさと味工房アグリ
　　☎（58）8686	  （58）8687
■社会福祉協議会
　☎（58）6915	  （58）6916
■元気バス	 ☎（58）8181

面談：受付でお申込みください。
電話相談：午前９時～午後４時　☎（58）3039
①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により休診または担当医が変わることがあります。

まちかど掲示板

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りする場合がありますのでご了承ください。
伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　所  伊勢市八日市場町 13-1 伊勢市福祉健康センター内　☎ 0596（25）8795
診療日  平日夜間、日曜、祝日
診療時間  昼間：午前 10 時～正午・午後１時～５時　夜間：午後７時 30 分～ 10 時
三重県地域救急医療情報センターコールセンター　☎ 0596（28）1199

看護師・看護助手・
検査技師 募集中！！

※詳しくは玉城病院へお問合せください。

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45 ～
12：00

内　　科 日赤 内科 循環器内科 日赤 内科 消化器内科

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 野口医師 総合診療

本泉院長
総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長

特殊外来
三重大学
皮膚科

９：00 ～ 12：00

三重大学
眼科

9：00 ～ 11：30
午後

3：00 ～
5：00

外　　科 三重大学
外科

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 野口医師 総合診療

本泉院長
整形外科 矢田副院長 矢田副院長

休日・夜間当直室	 ☎（58）8213


